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美
し
い
海
を
未
来
へ
!

サ
ン
ゴ
保
全
活
動
に
密
着

サ
ン
ゴ
の
保
全
活
動
と
は

　

サ
ン
ゴ
の
保
全
活
動
は
、
町
や
観

光
協
会
な
ど
で
組
織
す
る
宇
和
海
海

中
資
源
保
護
対
策
協
議
会
（
久
保
勇

い
さ
む

会
長
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。
県
や
町

な
ど
の
補
助
を
受
け
、
年
に
15
回
程

度
、
愛
南
町
の
沿
岸
海
域
で
サ
ン
ゴ

の
天
敵
で
あ
る
サ
ン
ゴ
食
巻
貝
（
シ

ロ
レ
イ
シ
ガ
イ
ダ
マ
シ
類
）
や
オ
ニ

ヒ
ト
デ
を
駆
除
し
ま
す
。

サンゴを食べるオニヒトデ

棘に強い毒があるため注意が必要です

サンゴ食巻貝（シロレイシガイダマシ類）

注意深く観察するとさまざまな種類があります

　
愛
南
町
の
沿
岸
海
域
に
は
ソ
フ
ト
コ
ー
ラ
ル
や
テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
な
ど
、

多
種
多
様
な
サ
ン
ゴ
の
群
集
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ン
ゴ
を
棲
み

処
と
す
る
生
き
物
も
多
く
、
生
物
の
多
様
性
を
保
持
す
る
の
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
観
光
面
や
環
境
面
で
非
常
に
重
要
な
サ
ン
ゴ
で
す
が
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
で
減
少
傾
向
に
あ
り
、海
水
温
の
上
昇
や
海
洋
環
境
の
変
化
の
ほ
か
、

サ
ン
ゴ
を
食
べ
る
巻
貝
や
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、サ
ン
ゴ
を
守
る
た
め
の
保
全
活
動
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

横島周辺の海中の様子（公益財団法人黒潮生物研究所提供）
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保
全
活
動
の
一
日
に

密
着
!

　

9
月
5
日
㈫
、
協
議
会
に
よ
る
今

年
最
初
の
サ
ン
ゴ
保
全
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
地
元

の
ダ
イ
バ
ー
8
名
で
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
借
り
上
げ
た
船
に
乗

り
込
み
、
西
海
の
内
泊
港
か
ら
横
島

周
辺
海
域
に
向
け
て
出
港
し
ま
し
た
。

　

出
航
後
、
25
分
ほ
ど
で
現
場
海
域

に
到
着
す
る
と
、
ダ
イ
バ
ー
は
一
斉

に
潜
水
準
備
を
開
始
し
ま
す
。
自
ら

持
参
し
た
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
や
酸
素

ボ
ン
ベ
な
ど
を
身
に
付
け
、
協
議
会

が
用
意
し
た
駆
除
用
の
備
品
を
確
認

し
ま
す
。

　

サ
ン
ゴ
食
巻
貝
と
オ
ニ
ヒ
ト
デ
で

は
そ
れ
ぞ
れ
駆
除
方
法
が
異
な
り
ま

す
。
巻
貝
は
主
に
テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ

に
付
着
し
て
い
る
た
め
、
ピ
ン
セ
ッ

ト
で
一
つ
ず
つ
取
り
除
き
ま
す
。

　

一
方
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
は
希
釈
し
た

酢
酸
を
注
射
し
て
駆
除
し
ま
す
。
以

前
は
捕
獲
し
た
オ
ニ
ヒ
ト
デ
を
全
て

陸
揚
げ
し
て
い
ま
し
た
が
、
刺
さ

れ
る
危
険
性
や
陸
揚
げ
に
か
か
る
労

力
、
処
分
の
面
な
ど
で
課
題
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
黒
潮
生
物
研
究
所

（
高
知
県
大
月
町
）
な
ど
が
行
っ
た

調
査
研
究
で
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
に
酢
酸

を
注
射
す
る
と
4
〜
5
日
後
に
オ
ニ

ヒ
ト
デ
の
活
動
が
停
止
し
、
や
が
て

死
滅
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

協
議
会
で
も
こ
の
手
法
を
取
り
入

れ
、
効
率
よ
く
安
全
に
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

酢酸入りのボトルと注射器。1 匹のオニヒ

トデに 4 ～ 8 回ほど注射します

駆除用の備品一式

船上で入念に潜水準備を行います

横島周辺海域に到着

写真左からダイバーの吉田真
しん

一
いち

さん、杉本寿
ひさし

さん

準備が整えば海中へ
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美しい海を未来へ!

サンゴ保全活動に密着

特集

　

潜
水
作
業
中
に
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
、
ダ
イ
バ
ー
は
二
人
一
組
で
行

動
し
ま
す
。
潜
水
し
て
い
る
間
、
船

主
や
協
議
会
の
事
務
局
職
員
は
ダ

イ
バ
ー
の
呼
吸
か
ら
生
じ
る
泡
を
追

い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
ダ
イ
バ
ー
で

あ
っ
て
も
、
海
中
の
景
観
は
変
化
が

少
な
い
た
め
、
方
角
を
見
失
う
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
作
業
海
域
か

ら
離
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
ま
た

ダ
イ
バ
ー
に
異
変
が
な
い
か
を
確
認

す
る
た
め
に
注
視
し
て
い
ま
す
。

　

海
中
で
の
作
業
を
終
え
て
港
に
戻

る
と
、
ダ
イ
バ
ー
の
一
人
が
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
（
観
察
・
記
録
）
を
行
い
ま

す
。
サ
ン
ゴ
の
状
態
や
海
中
の
様
子

を
記
録
し
、
今
後
の
保
全
活
動
に
役

立
て
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
取

り
入
れ
ま
し
た
。

サンゴ食巻貝の駆除の様子。プレートの手前

にサンゴに付着した貝が確認できます

モニタリング用紙に記入する尾田一
かず

洋
ひろ

さん。

海中の様子を地図入りで記録します

帰航後、協議会の事務局職員が手作業で巻貝

を数えて計測します

この日はサンゴ食巻貝を 348 個（1.22kg）、オニヒトデを 20 匹（陸揚げ 6 匹、注射 14 匹）駆

除しました。ダイバーによると以前はこの海域ではオニヒトデがあまり見られなかったそうです

駆除して集めた巻貝はプレートへ

オニヒトデを陸揚げするダイバー。普段は

注射による駆除が基本ですが、この日は報

道取材があったため陸揚げしました。保全

活動の周知も大切な仕事です
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美
し
い
海
を

残
し
て
い
く
た
め
に

　

サ
ン
ゴ
の
保
全
活
動
に
15
年
ほ
ど

参
加
し
て
い
る
吉
本
祐ゆ

う

一い
ち

さ
ん
は
、

「
オ
ニ
ヒ
ト
デ
や
貝
の
駆
除
を
継
続

し
て
被
害
を
少
な
く
し
、
子
ど
も
た

ち
に
サ
ン
ゴ
を
残
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

船
越
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
を

経
営
し
、
海
中
の
状
況
に
詳
し
い
杉

本
寿

ひ
さ
し

さ
ん
は
横
島
周
辺
の
サ
ン
ゴ
の

状
態
に
つ
い
て
、「
以
前
と
変
わ
ら

ず
良
い
状
態
を
保
っ
て
い
る
」
と
説

明
し
ま
す
。

保
全
活
動
の
成
果
と

こ
れ
か
ら

　

協
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
駆
除
し

た
巻
貝
や
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
数
量
を
成

果
指
標
と
し
て
き
ま
し
た
。
黒
潮
生

物
研
究
所
の
中
地
シ
ュ
ウ
さ
ん
は
、

「
重
要
な
の
は
駆
除
し
た
数
量
の
増

減
で
は
な
く
、
サ
ン
ゴ
が
良
い
状
態

を
保
っ
て
い
る
こ
と
」と
言
い
ま
す
。

　

保
全
活
動
を
通
じ
て
、
駆
除
作
業

と
併
行
し
て
海
中
の
状
況
を
観
察

し
、
サ
ン
ゴ
に
異
変
が
な
い
か
を
継

続
的
に
確
認
す
る
こ
と
で
、
何
か
変

化
が
あ
っ
た
際
に
迅
速
に
対
応
が
で

き
る
の
で
す
。

　

ダ
イ
バ
ー
の
尾
田
一か

ず

洋ひ
ろ

さ
ん
は
、

「
数
年
前
は
び
っ
し
り
貝
が
あ
っ
た

場
所
で
も
、
量
が
減
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
サ
ン
ゴ
が
育
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」と
話
し
、

一
定
の
成
果
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

美
し
い
海
を
未
来
に
残
し
て
い
く

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ン
ゴ
を
守

る
保
全
活
動
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

寄稿：公益財団法人黒潮生物研究所 所長　中
な か

地
ち

シュウさん

研究者も驚く愛南町のサンゴ

研究者の視点から

　愛南町はサンゴ類の分布北限域にあたる重要な生息

地であり、沖縄・奄美などのサンゴ礁域とは異なる特

性を持った温帯域サンゴ群集が分布しています。研究

者をうならせるような学術的価値の高いサンゴ群集が

見られる場所もたくさんあります。

　例えば、西海地区の横島東岸域には国内有数の規模

を誇るソフトコーラル群集が見られます。付近の海底

はウミトサカ類やヤギ類などで覆い尽くされており、

異世界の森のような風景が広がっています。同じく西

海地区の黒碆周辺にあるトゲトサカ類とナンヨウキサ

ンゴの群生も見事です。近年では卓状ミドリイシ類の

成育も良好でイシサンゴとソフトコーラルが饗宴する

愛南の海らしい海中景観を見ることができます。

　由良半島南岸の須ノ川海岸周辺には直径 1 メートル

を超える大型の塊状サンゴからなるサンゴ群集があり

ます。このようなサイズのサンゴは 200 歳を超える

年齢のものもあるので非常に歴史の古いサンゴ群集と

いえます。

　黒潮生物研究所で

は平成 27 年度に愛

南町全域のサンゴ分

布状況を調査しまし

た（環境省委託）。近

年のサンゴ食害生物

の大発生の影響でサ

ンゴの減少した範囲もありましたが、サンゴ群集の規

模が維持されている場所や回復が見られる場所も確認

されています。保全活動の効果を表したものだと思い

ます。しかしながら、サンゴ食害生物の被害は今後も

続き、新たな大発生やその他の撹乱も繰り返し起こる

ことが予想されます。

　愛南町の海にある計り知れない価値を持ったサンゴ

群集、そして多くの人に驚きと発見を与えてくれる美

しいサンゴの森を守り、育てていくためには、その価

値を多くの人が理解し、保全に向けた努力を絶え間な

く続けていくことが必要です。

横島周辺は美しい海が広がり、スキューバダイビングの人気スポットにもなっています


